
私私
は
こ
こ
に

は
こ
こ
に
注
目
注
目
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

私私
は
こ
こ
に

は
こ
こ
に
注
目
注
目
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す
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市
の
施
策
等
に
対
す
る
議
員
か
ら
の
質
問
と
市
か
ら
の
答
弁
の
主
な
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
執
筆
は
議
員
自
ら
が
行
い
、
議
会
広
報
部
会
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

デジタル社会の目指す方向性

国道191号周辺の反対幟

SDGs・ESDの他市の授業

手話によるコミュニケーション

▼
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

問　
行
政
手
続
の
押
印
廃
止
の
進
捗
は
。

答　
全
庁
的
に
改
め
て
見
直
し
、
速
や
か

に
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
充
実

問　
高
度
無
線
環
境
整
備
事
業
の
状
況
は
。

答　
国
の
補
助
要
件
拡
大
に
よ
り
、
旧
４

町
や
内
日
地
区
に
エ
リ
ア
を
広
げ
、
で
き

る
だ
け
早
期
の
実
施
に
取
り
組
む
。

問　
本
庁
と
各
支
所
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
。

答　
業
務
用
と
し
て
光
回
線
で
結
ば
れ
て

い
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

活
用
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
を
し
て
い
く
。

▼
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

問　
市
立
大
学
の
改
革
や
新
学
部
設
置
と

赤
字
批
判
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　
教
育
は
未
来
へ
の
投
資
で
、
そ
も
そ

も
赤
字
事
業
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
採
算
を
考
え
ず
に
作
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
時
代
の
要
請
と
社
会
へ
の
貢

献
を
考
え
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
ウ
ン
カ
の
農
業
被
害
に
つ
い
て
も
質
問

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
運
用
方
法
は
。

答　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
１
人
１
ア
カ
ウ
ン
ト
ず
つ
付
与
す
る
。

臨
時
休
業
等
の
緊
急
時
以
外
で
の
校
外
へ

の
持
ち
出
し
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　
緊
急
時
ま
た
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

活
用
の
際
の
通
信
環
境
は
整
っ
て
い
る
か
。

答　
通
信
環
境
が
整
っ
て
な
い
家
庭
用
に

貸
出
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
用
意
す
る
。

問　
個
人
情
報
の
管
理
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
破
損
し
た
と
き
の
補
償
は
。

答　
運
用
に
向
け
管
理
規
定
を
整
理
す
る
。

破
損
時
の
保
険
は
か
け
て
い
な
い
が
、
特

別
な
場
合
を
除
き
、
市
費
で
修
理
す
る
。

問　
保
護
者
等
か
ら
の
意
見
へ
の
対
応
は
。

答　
導
入
ま
で
の
期
間
が
短
か
く
、
意
見

集
約
が
で
き
て
な
い
が
、
今
後
は
意
見
を

く
み
上
げ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
職
員
の
配
置
は
。

答　
今
後
、
民
間
企
業
の
ス
キ
ル
を
生
か

し
た
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
に
つ
い
て

も
質
問

問　
条
例
制
定
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

答　
障
が
い
者
団
体
、
福
祉
関
係
団
体
、

学
識
経
験
者
と
行
政
関
係
者
８
名
か
ら
構

成
さ
れ
る
手
話
言
語
条
例
検
討
委
員
会
を

令
和
２
年
６
月
に
設
置
。
先
進
地
の
条
例

等
を
参
考
に
市
が
策
定
し
た
案
を
も
と
に
、

検
討
委
員
会
に
お
け
る
先
進
事
例
と
の
比

較
検
討
や
１０
月
に
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
御
意
見
等
を
踏
ま
え
条
例
案
を

策
定
。
今
後
、
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

に
提
出
し
、
４
月
１
日
か
ら
の
条
例
施
行

を
目
指
し
て
い
る
。

問　
制
定
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー

を
作
製
し
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
を

広
く
市
民
に
周
知
し
、
ろ
う
者
や
手
話
に

対
す
る
理
解
の
促
進
に
努
め
る
。
ま
た
、

毎
年
度
実
施
し
て
い
る
手
話
奉
仕
員
養
成

講
習
会
に
加
え
、
新
た
に
手
話
を
理
解
し

学
べ
る
機
会
の
提
供
に
取
り
組
む
。

※
農
業
振
興
、
希
望
の
街
の
実
現
に
つ
い

て
も
質
問

問　
現
在
の
状
況
は
。

答　
前
田
建
設
工
業
は
環
境
影
響
評
価
準

備
書
に
対
す
る
国
の
勧
告
を
受
け
、
環
境

影
響
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
か
ら
作
業
が
中

断
し
て
い
る
模
様
。

問　
山
口
県
の
見
解
は
。

答　
県
は
一
般
海
域
占
用
許
可
基
準
を
、

令
和
２
年
１０
月
に
改
正
。
公
益
上
や
む
を

得
な
い
場
合
な
ど
を
除
き
、
条
例
に
よ
る

占
用
の
許
可
は
し
な
い
と
し
て
い
る
。

問　
計
画
は
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
た
の

か
。

答　
安
岡
沖
が
促
進
区
域
と
し
て
指
定
さ

れ
な
け
れ
ば
計
画
の
遂
行
は
難
し
い
と
考

え
る
。

問　
反
対
す
る
会
が
提
出
し
た
文
書
に
対

す
る
前
田
建
設
工
業
の
見
解
は
。

答　
政
府
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
既

存
の
制
度
に
つ
い
て
総
点
検
す
る
と
し
て

お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
と
の
こ
と
。

※
安
岡
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
も
質
問

公明党　前東　直樹デジタル社会実現への取り組み

みらい下関　東城しのぶ小・中学校のICT授業整備

みらい下関　田中　義一手話言語条例

創世下関　福田　幸博安岡沖洋上風力発電事業

（2）議会だより 令和２年　第４回定例会 一般質問



洪水浸水想定区域の見直し

コロナ禍におけるリモート面会

公用タクシーチケットの一例

唐戸商店街（平日お昼時）

問　
千
年
に
１
度
を
想
定
し
た「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

答　
綾
羅
木
川
、
友
田
川
、
武
久
川
、
木

屋
川
、
田
部
川
で
は
、
浸
水
想
定
区
域
の

見
直
し
が
既
に
公
表
さ
れ
て
お
り
、
現
在

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
関

係
住
民
へ
の
マ
ッ
プ
配
布
を
は
じ
め
と
し

た
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
若
者
人
口
の
減
少
と
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
対
応
す
る
支
援
方
法
は
。

答　
平
成
２４
年
度
か
ら
防
災
士
養
成
講
座

を
実
施
し
て
お
り
、
２６１
名
の
方
々
が
防
災

士
と
し
て
、
避
難
訓
練
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
自
治
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
自
主

防
災
組
織
等
の
育
成
強
化
を
図
り
、
地
域

の
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

※
下
水
道
管
路
網
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
の
効
果
に
つ

い
て
も
質
問

▼
事
業
と
生
活
を
守
る
支
援
策

問　
景
気
回
復
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
上
昇
に
は
、
財

政
出
動
と
個
人
消
費
を
促
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答　
市
民
の
求
め
に
応
じ
て
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　
内
航
旅
客
船
事
業
者
に
対
す
る
コ
ロ

ナ
対
策
支
援
は
。

答　
市
内
に
本
社
を
置
く
事
業
者
が
な
い

た
め
、
対
策
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
公

共
交
通
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
協
議
検

討
し
、
今
後
、
補
助
金
の
見
直
し
を
検
討

す
る
の
か
。

答　
検
討
す
る
。

問　
重
症
化
率
の
高
い
施
設
に
対
す
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
関
し
て
、
令
和
３
年
度
に
向

け
た
予
算
要
求
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
予
算
要
求
は
し
て
い
な
い
。

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
発
生
確

認
時
に
は
、「
選
択
と
集
中
」に
よ
っ
て
、

迅
速
に
検
査
を
行
っ
て
い
く
。

▼
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長

問　
公
務
会
合
の
な
い
飲
み
事
は
も
ち
ろ

ん
、
公
務
会
合
後
の
２
次
会
に
出
席
し
た

場
合
は
使
用
不
可
で
間
違
い
な
い
か
。

答　
間
違
い
な
い
。

問　
教
育
長
の
場
合
、
公
務
場
所
へ
の
行

き
帰
り
の
み
か
。

答　
公
務
の
み
。

▼
議
長
・
副
議
長

問　
規
定
が
曖
昧
と
思
う
が
、
要
領
の「
そ

の
他
庶
務
課
長
が
特
に
認
め
た
場
合
」と
は

ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
指
す
の
か
。

答　
市
長
部
局
と
し
て
は
了
知
し
て
い
な

い
。

問　
要
領
の「
そ
の
他
議
会
活
動
上
で
必
要

と
さ
れ
る
場
合
」と
は
。

答　
市
長
部
局
と
し
て
は
お
答
え
の
し
よ

う
が
な
い
。

問　
公
・
私
用
を
区
別
す
る
判
断
基
準
は
。

答　
市
長
部
局
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い
。

問　
曖
昧
な
基
準
で
使
っ
た
タ
ク
シ
ー
代

は
公
金
で
払
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
は
。

答　
間
違
っ
て
い
る
な
ら
正
す
べ
き
。

問　
市
の
事
業
継
続
給
付
金
の
申
請
数
、

給
付
金
額
、
市
税
滞
納
に
よ
り
給
付
対
象

外
と
な
っ
た
件
数
は
。

答　
令
和
２
年
１２
月
１１
日
時
点
の
申
請
数

は
４
３
３
９
件
、
給
付
金
額
３
億
７
６
９

０
万
円
、
市
税
滞
納
に
よ
る
給
付
対
象
外

は
２４５
件
で
あ
る
。

問　
申
請
要
件
で
あ
る
市
税
滞
納
な
し
の

基
準
日
を
、
申
請
受
付
開
始
日
の
９
月
１

日
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

５
月
１４
日
か
ら
経
済
活
動
が
徐
々
に
再
開

さ
れ
た
こ
と
や
、
多
く
の
方
が
納
税
の
義

務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
い
る
。
今
後
、

基
準
日
を
改
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
飲
食
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
需
要
が
大
き

く
落
ち
込
ん
で
お
り
、
年
を
越
せ
て
も
後

が
持
た
な
い
た
め
、
さ
ら
な
る
経
済
支
援

が
必
要
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

答　
感
染
拡
大
状
況
や
国
県
他
自
治
体
の

支
援
施
策
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
新
た

な
支
援
策
等
の
必
要
性
を
判
断
し
て
い
く
。

市民連合　濵岡　歳生自然災害の激甚化と自主防災

志誠会　関谷　博コロナ禍において事業と生活を守る

無所属　本池　涼子公用車・公用タクシー券の使用基準

日本共産党　西岡　広伸市内産業の事業継続支援

（3） 議会だより 令和２年　第４回定例会 一般質問



編 集 後 記

【
発
行
日
】令
和
３
年
３
月
１
日  【
編
集
】議
会
広
報
部
会（
阪
本
祐
季
、
平
田
陽
道
、
江
原
満
寿
男
、
濵
岡
歳
生
、
村
中
良
多
、
林
昂
史
）

【
発
行
】下
関
市
議
会  

〒
750
-８
５
２
１ 

下
関
市
南
部
町
１
-１ 

☎
083
-231
-４
１
２
１  【
印
刷
】ア
ロ
ー
印
刷
株
式
会
社  

〒
751
-０
８
１
８ 

下
関
市
卸
新
町
10
-３ 

☎
083
-223
-１
２
１
１

●
第
４
回
定
例
会
で
は
次
の
議
員
も

一
般
質
問
し
て
い
ま
す
。

※
掲
載
の
順
番
は
質
問
順
で
す
。

▪
井
川　
典
子（
創
世
下
関
）

▪
坂
本　
晴
美（
公
明
党
）

▪
山
下　
隆
夫（
市
民
連
合
）

▪
林　
真
一
郎（
志
誠
会
）

▪
星
出　
恒
夫（
み
ら
い
下
関
）

▪
村
中　
良
多（
志
誠
会
）

▪
江
原
満
寿
男（
日
本
共
産
党
）

▪
恵
良
健
一
郎（
公
明
党
）

▪
桧
垣　
徳
雄（
日
本
共
産
党
）

▪
河
野　
淳
一（
公
明
党
）

▪
片
山　
房
一（
日
本
共
産
党
）

▪
小
熊
坂
孝
司（
志
誠
会
）

▪
香
川　
昌
則（
み
ら
い
下
関
）

▪
濵
﨑　
伸
浩（
創
世
下
関
）

▪
板
谷　
　
正（
志
誠
会
）

▪
林　
　
昂
史（
み
ら
い
下
関
）

▪
安
岡　
克
昌（
志
誠
会
）

▪
阪
本　
祐
季（
創
世
下
関
）

▪
吉
村　
武
志（
創
世
下
関
）

▪
田
辺
よ
し
子（
市
民
連
合
）

▪
平
田　
陽
道（
公
明
党
）

▼
総
務
委
員
会

　
本
市
で
は
外
国
籍
の
技
能
実
習
生
が
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
文
化
・
生
活
習
慣
な
ど

の
差
異
を
認
め
合
い
、
地
域
の
構
成
員
と
し

て
共
に
生
き
て
い
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
国
際
交
流
の
推
進
に

加
え
て
、
市
民
の
国
際
感
覚
を
醸
成
し
、
本

市
の
す
べ
て
の
住
民
が
安
全
か
つ
安
心
し
て

共
存
で
き
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
現
在
の
対
応
や
課
題
、
計

画
策
定
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
し
、
共
生
社

会
実
現
に
向
け
、
熱
意
を
持
っ
て
施
策
に
取

り
組
む
よ
う
市
に
要
望
し
ま
し
た
。

多文化共生・国際交流推進計画多文化共生・国際交流推進計画
▼
経
済
委
員
会

　
舟
券
の
売
上
が
好
調
で
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
収
益
が
当
初
予
算
と
比
べ
て
増
加
す
る

見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
収
益
的
収
入

及
び
支
出
、
並
び
に
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

を
増
額
さ
せ
る
予
算
補
正
議
案
を
審
議
し
ま

し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
実
施
に

よ
っ
て
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
に
よ
る
市
財

政
へ
の
貢
献
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
状
況
や

子
ど
も
向
け
の
屋
外
遊
び
場「
モ
ー
ヴ
ィ
下
関
」

に
、
赤
ち
ゃ
ん
用
ゾ
ー
ン
や
お
ま
ま
ご
と
を

楽
し
む
ス
ペ
ー
ス
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
オ
ー

ル
を
初
め
と
し
た
屋
内
施
設
を
拡
張
整
備
す

る
な
ど
、
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
も
確
認

し
ま
し
た
。

ボートレース事業による地域貢献ボートレース事業による地域貢献

▼
文
教
厚
生
委
員
会

　
夜
間
や
休
日
で
あ
っ
て
も
、
子
供
を
安
心

し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、「
新
シ
ョ
ー
ト
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

事
業
」を
令
和
３
年
１
月
か
ら
開
始
す
る
旨
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
預
か
る
場
所
は
、
な
か
べ
学
院（
主
に
２
歳

未
満
）と
大
平
学
園（
主
に
２
歳
以
上
）の
２
施

設
で
、
利
用
希
望
者
は
、
施
設
で
直
接
申
し

込
み
、
利
用
後
に
料
金
を
支
払
う
な
ど
、
で

き
る
だ
け
手
続
き
を
簡
素
化
し
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
子

供
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
期

待
を
す
る
発
言
や
、
事
業
の
さ
ら
な
る
周
知

を
求
め
る
意
見
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

新たな子供預かりサービスを開始新たな子供預かりサービスを開始
▼
建
設
消
防
委
員
会

　
現
在
の
計
画
期
間
が
令
和
２
年
度
ま
で
の

た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
を

策
定
す
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
当
該
計
画
は
建
物
が
密
集

し
、
せ
ま
い
道
路
が
多
い
地
区
な
ど
を
重
点

対
象
地
区
に
指
定
し
、
空
き
家
の
適
切
な
管

理
を
行
う
た
め
の
相
談
体
制
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
や
、
せ
ま

い
道
路
の
解
消
等
を
促
進
す
る
事
業
に
対
し

て
費
用
の
補
助
等
を
行
い
、
防
災
性
や
不
動

産
価
値
の
向
上
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
こ

と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
本
市
の
空
家
等
対
策
の
進
捗
状

況
を
注
視
し
、
市
に
対
し
て
必
要
な
提
言
を

行
い
ま
す
。

下関市空家等対策計画の更新下関市空家等対策計画の更新

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

各
常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※一般質問の内容に
ついては、下関市
議会ホームページ
の議会中継より録
画映像がご覧いた
だけます。

　
今
年
度
は
、
皆
さ
ん
に
、
わ
か
り
や

す
い
紙
面
の
作
成
を
目
指
し
て
、
表
紙

や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
次
号
か
ら
、
新
メ
ン
バ
ー
で
編
集
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き「
し

も
の
せ
き
議
会
だ
よ
り
」を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
部
会
委
員
一
同

令
和
３
年
３
月
14
日（
日
）

下
関
市
長
選
挙

下
関
市
議
会
議
員

�

補
欠
選
挙

�

の
投
票
日

注）議員と会派名は令和２年第４回定例会時点です。会期は11月30日から12月15日までです。

（4）議会だより 令和２年　第４回定例会 一般質問・委員会報告


